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１０月の目標 

好き嫌いなく 

何でも食べよう 

＊おうちの方へ＊ 

子どもの頃から色々な食材や味を体験することは，単に栄養を摂取するだけでなく，味覚の発

達にもつながり，将来何でも食べられることにもつながります。子どもの好きなものだけを食卓

に並べていると，食の体験がせばまり，味覚が広がりません。 

子どもたちの味覚や食べる意欲は日々違っているので，今まで食べられなかったものが，ほん

の少しのきっかけで好きになることもあります。 

「嫌いなものは食卓に出さない」のではなく，工夫して食べるきっかけをつくることも肝要で

す。好き嫌いを少しずつでも克服していくためには，多種類の食材を色々な料理でおいしく食べ

られるように，楽しい食事環境を整えることが大切ではないでしょうか。 

スポーツの秋，読書の秋，芸術の秋と何をするに

も良い季節となりました。 

 また，実りの秋を迎え，給食でも秋の食材が盛り

だくさんに登場します。自然の贈り物，秋の味覚を

楽しみましょう。 

さつまいも   
茨城県は，さつまいもの栽培面
積・生産量は全国第２位です。
県内で一番多く栽培されてい

るのは「べにあずま」ですが，
最近はしっとりしている「べに
まさり」も人気があります。 

 ひたちなか市・鹿嶋市・行方
市などで，暖かい気候と，火山
灰の水はけのよい土地を利用

して，おいしいさつまいもを育
てています。 

給食で 

栄養  
糖分を主成分として，

ビタミン，ミネラル，
食物繊維をバランスよ
く含んでいます。でん

ぷんが多いため，加熱
してもビタミンＣがこ
われにくく，むだなく

とることができます。
食物繊維は，おなかの
調子をととのえてくれ

ます。 


